
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「活動をどうする？」 でなく 「どう育てる？」 に 
〔大館市（秋田県）の幼保小架け橋プログラムの紹介〕 

「１０の姿」だけではなく、

「共通の視点」で、重点化

した協議が期待されます 

発刊に当たって       

乳幼児期の教育は、生涯にわたる人格形成の基礎を培う大切なものです。 

このため佐賀県では、幼児教育・保育の質の向上を図ることを目的として「保育幼児教育 

センター」を設置し、今年度で４年目を迎えます。 

センターではアドバイザーによる訪問支援、現場の皆様のニーズに応じた様々な研修会の 

実施などに積極的に取り組んでいます。併せて幼児教育の成果を小学校以降の教育に切れ目なく繋げていくた

めに、県教育委員会と連携し、幼保小接続に関する取組も推進しています。 

この度、皆様方のご実践の一助になればと心より願い、保育の質向上を図る乳幼児教育、幼保小接続などに

関する好事例などを幅広く情報発信していきたいと考え、「佐賀県保育幼児教育センターだより」を発刊する

運びとなりました。ご活用いただければ幸いです。 

 １ 

６月１９日にアバンセで開かれた「幼児教育から学校教育への円滑な接

続に向けた研修会」での大館市教育委員会からの資料より 

「これまでも連携してきたのに、あと何をするの？」「アプローチ、スタートカリキュラムではだめなの？」架け

橋期カリキュラムを作成するにあたっての現場からの本音。 

そこで、大館市は、ビジョンを示し、リーダシップを発揮し、カリキュラム開発会議の設置などの体制作りを

し、子どもの育ちに対しての国、県、市町の本気度を伝えました。 

そして、校種をこえて、共に子どもを語る、共に学び合うことで、「未来大館市民」を育成する目的を共有し

ました。架け橋カリキュラム作成などを通して、「小学校区のチームワークが深まったこと」「小学校１年担任の

子どもの見方、授業や指導方法の改善がみられた」「５歳児担任の意図的な環境構成、状況に応じたかか

わり方、精選された言葉かけ」などが大きな成果として挙げられました。 

佐賀県保育幼児教育センター（佐賀県こども未来課）☎ 0952(25)7616   Fax0952(25)7339  hoikuyouchien@pref.saga.lg.jp 

 

さがっぴぃ 佐賀県子育て応援キャラクター 
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幼稚園、保育所、認定こども園等の就学前施設と小学校の連携の一環として、子どもたちの交

流活動や情報交換会などが熱心に取り組まれるようになって久しいものがあります。 

架け橋期という大きな節目に、切れ目なく学びをつなげていくため、まず教育目標、校区の子ど

もの実態や課題等について共有し、「育みたい力」「架け橋期に目指す子どもの姿」等を明らかに

することが大切になってきます。 

架け橋期のカリキュラムを活用して、幼保小の先生方が、ひざを交えて語り合うことから始めま

せんか？当センターとしても、幼保小の連携・接続、相互理解が進むよう支援していきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【ひざを交えて語り合おう！ 
 

「架け橋期のカリキュラム」の活用を！ 

 

 

 

 
 

 

各園の保育の質向上に向

けた取組を支援しています！ 

 

「保育幼児教育センター」

の主な取組 
 

◆ 公開保育参観等での「保

育幼児教育アドバイザー」

訪問支援 

◆ 保育者のキャリアに応じた

様々な研修の実施 

◆ 幼保小接続の取組の支援 
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